
2 1.2 3

贈 O
1

O〇) ロ

& 定試験()》 中
| H則 N
II

日 A N ガ \* A 只 寺 S
M

I 菊

解答時における注意事項

1. 次の表に 従って解答し て ください。
問題番号 問1へ問8
選択 方法 8 問必須

試験時間 9 0 分

2.HB の黒鉛筆を 使用して ください。訂正する場合は, あとが 残らないように消

し ゴムできれいに省し , 消しくずを 残さないでください。 なお, ボールペベン

や万年 筆等で記入した場合 は, 採点 されません。

3 . マークシート (解答用紙) の所 定の 欄に , 級 種, 会 場 コ ード, 受験 番号を記

入 しマーク して ください。 また , 会 場 名 , 氏名 及びブフリガナを所 定の位置に

記入してください。
4 . 解 答 は, 次の例題にならって,「 解 答 マ ーク 欄 」に マーク してください。

[例題 〕 日 本の首都はどこか。

ア 東京 イ 京都 ウ 大阪 二 福岡

正しい 答えは “『 ア 東京  "ですから, 次のようにマーク してください。
U U U

指示 があるまで 開いてはいけません。

試験 終了後, 問題 冊子を回収します。

受験会場

受験番号

氏 _ 名

情報処理能力認定委員会
ZJNCO230



問 1 問 8 は, すべて必須問題 で す。全 問に ついて 解答 し て ください。
各 設問の答えは, 解答 群 の中か ら 一つだけ選び , 括弧中の設問 番号に 対応したマークシー ト

の解答 番号の「解 答 マーク 欄 」に マーク してください。 なお , 二つ 以上マーク した場合 には不

正解になかります。

問 1 で言語 の特徴に関する次の記述の正誤を, 解答 群の中から選べ。

(1) 標準 ラブラリ関 数 rand は, ヘッダ s t r i ng .h  で宣言 されている。

(2) 列挙型指定子enum により定義される列挙 定数において , 同じ列挙 体の中で同じ 値をもつ

複数の列挙 定数を定義すること ができる。

(3) math.h で定義 されている標準 関数pow は, pow(x, y)の 呼出しに より, x の y 乗を計算

する。

(4) s1 の文字列が s2 の文字 列より大きい場合 , 「strcmp(s1。s2)」 の返却 値は 9 より小さ

い 整 数となる。

(5) 標準 ライブラリ 関 数s t r rchr  は, 第 1 引数で指定した文字 列 の中で, 第 2 引数で指定し

た 文字が最後に現れる位置 を返す。

(6) 標準 ライブラリ関 数 sprintf は , ヘッダ stdio.h で宣言 されている。

(7) 論理OR 演算子 (上 |) を 使用して複数の条件 式を記述 した 場合 , 真 偽 の判定は左か ら右へ

順に 行われ, 条件 式が 真と判定 されても , それ以降 の全ての条件式が判定される。
(8) ヘッダファイルの指定 には前処理 指令である #inc1lude を 使用するが, ヘッダファイルの

中に, さらに #include を使用することはできない。

解答群

ア 正しい イ 誤り



問 2 sizeof 演算 子及び文字列 関数に関する次の記述 中の |___ |  に入れる 適切な字名を,
解答 群の中から選べ。
s izeof  演算 子は, 演算 対象として指定した |( 9 ) | や変数, 配列 などのメモリ 上のサイ ズ

をバイ ト 数 で求める。ここで, 書式は,
S1Zeof 単項 式

sizeof  ( [  ⑨ |)

である。 また , 単項式には, 変数 , 配列 , 構造 体,共用体の名前 などを記述 することができる 。

in t  型 のサイズが 32 ビッ ト , 1 バイトあたりのビッ ト 数が 8 である仕様の処理 系の場合に ,
次 のプログラ ムを実行 すると,

と 標準出力に出力される。

くぐプログラム  >
#1nc1lude <stdio.h>
#1nc1ude <st r ing.h>

1nt main(void)
{

i n t  da ta [ ]  = { - 3 ,  8, -9,  5
char _mountain[] = ア Fu ]1

p r i n t f ( " ' a  = %d\n", s1zeo f ( i n t ) )>
p r i n t f ( " b  = %d\n", s1zeof data[2])>
p r i n t f ( " c  = %d\n", s1zeof_ data) ,
p r i n t f ( " d  = %d\n", s t r l en (moun ta in ) )
p r i n t f ( " e  = %d\n", s1zeof mountain / s1zeof(char)) :

re turn の,
}



(9) の解答群

ア データ型

(10) の解答群

ア 2

(11) の解答群

ア 1

(12) の解答群

ア 2

(13) の解答和群

ア 2

(14) の解答群

ア 2

演算子 ウ 配列要素数 関数

16

16

予約語

32

32



問 3 _ 次のプログラムを 実行 し たとき , (15) へ (19) で出力される 値を, 解答群の中から選べ。な

お, short 型 は2 バイト 長であるものとする。

ぐ プログラムジラ

#1ncLude <std1o.h>

1nt main(vo+1d)
{

uns1gned short a = 9x5afds
uns1gned short b = 9xe439:

printf("%94hx\n",」 a & b :  … (15)
printf("%64hx\n",」 a | b):, … (16)
Printf("%64hx\n"。b ^ vb) :  … (17)
printf("%94hx\n"」 a << 4 … (18)
printf("%94hx\n"。a ^ (b << 3)) ,  … (19)

r e tu rn  の
}

(15) の解答群

アプ 3 f36  イ 49639 ウ 76c4 エエ bec4 オ fe fd

(16) の解答群

ア 3 f36  イ _ 4939 ウ 76c4 二 bec4 オ fe fd

(17) の解答和群

プア _ 9999 イ 1bc6 ウ e439 二 ff099 オ f f f

(18) の解答和群

プア 92d7 イ 9のb5和ff ウ 5fa9 二 afdeo オ dd7e8

(19) の解答群

ア _ 99c8 イ 196d ウ 7b35 7b fd  オ 629

③⑳ ーー



問 4 main 関数 に関する次の記述 中の || に入れる 適切な字句を , 解答 群の中から選
へ 。

main 関数 は, 二つの 仮引 数をもつ場 合 ,次 のように定義できる。

1nt main(1nt angc, L_(②20) *a rgv [ ] )
{

re turn  の>:
}

仮引数 argc には, 実行 時にコマンド行で指定された |(21 ) | が格納 さきれて渡される。ま

た, 配列 argv の要素 には, プログラム名と各引数の 文字 列 のポインタが格納 されて渡される。

ここで, a rgv [a rgc ]には L_②22) が格納 されている。

コマンド行で

jobA195AAZA-optA26021 (A は空白文字を表す)

と 指定して, 次 のプログラム (プロ グラム 名 job) を 実行 すると,

と 標準出力に出力される。

くぐくプログラム  >
#1ncLude <stdio.h>

1nt_ main(1nt argc, |L_②o) *a rgv [ ] )
{

p r i n t f ( " ' a  = %d\n",」 a rgc
p r i n t f ( " b  = %s\n", a rgv [2 ] ) :
p r i n t f ( " c  = %c\n", a rgv [4 ] [ 1 ] ) :

re turn の,
}



(20) の解答群

ア char イ doubl1e ウ 1oat  エニ n t  オ _ void

(21) の解答和群

ア プログラム名と引数 の個数の合計値

イ プログラ ム名の文字数

ウ 第 1 引数の値

エエ 引数の個数

オ 引数の個数 一 1

(22) の解答群

ア EEOF イー FILE ウ NULL エー 7Yn オー 7 \ t "

(28) の解答群

ア 3 イー 4 ウ 5 エエ 165 オ _ 2621

(24) の解答和群

アーopt  イ 195 ウ AZ エ ob オ opt

(25) の解答和群

ア - イ 96 ウー 1 エニ 2 オ o



問 5 ファ イルアクセスに 関する 次の記述 中の |___ |  に入れる 適切な字句を 解答 群の中
から選べ。
プログラムでファ イルを 使用する際には , | __(26) | 関数を呼び出し, ファイル名で指定し

たファ イルに ストリームを 結び つける。| _ (26) | 関数の呼び 出しに失敗した場合 の戻り値は ,
[ _②の_ | となる。 ストリームから t 文字 読み込 む には , | _(28) | 関数を呼び出す。ストリー

ムがファ イルの 終わ りに 達している場合 , |(28) | 関数 は |(29) | を返却 する。

(26) の解答群

プア f c l ose

(27) の解答群

ア EEOF

(28) の解答群

プア fgetc

(29) の解答群

ア _ EOF

fgetc

FILE

fgets

NULL

ウ fgets

ウ NULL

ウ fputc

ここ

避a

fopen

Stder r

fputs

r yYn "

f s can f

不定値

f s can f

不定値



問 6_ 次 のプロ グラムを 実行 し たとき , 3 )  へご (3 わりで出力 される 値を, 解答群の中から選べ。

くぐプログ ラム  >
#1ncLude <std1o.h>

1nt main(void)
{

char *numbers[] =
"One  ア Two7」 "Thnree7」 Four7。 7"F1Ve
YS14X7」 ア Seven"。 7"E1ght"」 "N1ne7。」 Ten" お

char *p,」 そま*p了5
1nt 1

p = numbers [3二
printf("%s\n"。」p導 ・…・  (80)
printf("%sYn"」p + 2 ・…・  (31)

pp = numberns:}
printf("%s\n」*(pp + 7 ) )  ・…・  (82)
printf("%s\Yn"。」*pp + 1 :  ・…・  (383)

for (1 = の 1 く 95 1++) {
1f ( 科 pp = 演 (pp+ 1))  {

break:
}
PD++ゥ>

}
printf("%s\n"」*pp) ・…・  (384

r e tu rn  の:
}



(80) の解答群

プア Five

(81) の解答群

ア Fo

(82) の解答群

ア Eight

(83) の解答群

ア e

(34) の解答群

ア Fl1ve

Fou r

Pee

N1ne

ne

Fou r

ウ One

ウ Seven

ウ Seven

ウ One

ウー Six

Three

S1x

S1Xx

Two

Th ree

Two

UPF

Ten

WO

Two



間7 次 のプログラムの 説明 を読ん で , プログラム中の [___ | に入れる 適切な字句を , 解
答 群の中から選べ。

くぐくプログラムの説明>

関数 RadixConv は, 与え られた 文字列を基数 変換した 文字 列として 返す。指 定 できる基数

は2 へ 16 とする。
例えば, 10 進数の文字列 "128"を, 関数 RadixCconv を用いて 8 進数の文字列に 変換すると

"178", 6 進数の文字列"51042"を関数RadixConv を 用いて 12 進数の文字列に 変換すると

"3A82"となる。 0 へ 15 の教 値を各基 数で表すときに 用 いる数字 文字を図 1 に示す。

10

11

12

13

14

15

16

2…16 進数で 用いる文字図1

(1) 関数 RadixCconvは, 引数 で 渡された配列  snumに格納 された文字列 (以後 , 変換前文字列と

呼ぶ) を s rad i xで指定された基数 (以後 , 変換前基数と呼ぶ) の整数 値とみなし, 同じく引

数 で指定 された d rad i xの基数 (以後  , 変換 後基数と 呼ぶ) の整数値に変換し, 配列 dnumに

で , s rad i x と dradix は2 へ 16

の値が指定 され るものとする。 関 数Radixconvは, 変換前文字列に, 変換前基数として不当

な 文字が 含まれ ていた場合 は -1を返却 し, 正しく 変換 できた場合 は@を返却する

ーー テテ

o いい 一文字列 (以後 , 変換 後文字列 と 呼ぶ※) として格納する

トー  誠ーー で

o ーー一 ぁ

変換後 文字列を格納するための領 域は十分に 確保されており , 基数 変換過程 において, 1nt
と はないものとする。

関数 Radixconvの引数と返却 値の仕様を表 1 に 示す。また , 関数Radixconvから 呼び出さ

れる関数 ToNumber と 関数  ToCcharの引数 と返却 値の仕様 を , それぞれ表 2 , 表 3 に示す。

⑳③

に

トー型 変数で扱える値 の範囲を 超える



表1 関数 RadixCconv の引数と返却 値 の仕様

1nt RadixConv(char snum[] , 1nt s rad ix ,  char dnum[] ,  1nt drad ix)
引 数 | smnum _ : 変換前文字列

sradix  _:  変換前基数 (2へ 16)
dnum  :  変換後文字列
drad ix  _ : 変換後基数 (2 へ 16)

返 刻値 | 9 : 正常 , -1 : 不当な 文字あり

表2 関数  ToNumber  の引数と返却 値 の仕様

1nt ToNumber(char ch)
引 数 | ch : 数 値化し たい数字 文字 ( 9  へ 「Fリ
返 施値 | 数 値 (6  一 15) 。ただし 変換 で きない 場 合は -1

表3 関数 Tochar の引数と返却 値 の仕様

char_ToChar(int n)
引 数 |n : 数字文 字 化したい数 値 (6 へ 15)

返却値 | 数字 文字(@ へ 「Fり

②) 以下に, 関数Rad ixConv関 数の処理手順を示す。

〇①

②

Ke
④

基数 重みを 1 に初期化する。
変換前 文字列の末尾 文字の要素位置を求める。

変換値を 6 に初期化する。
変換前 文字列の末尾 文字から先頭 文字まで, 各文字を 参照し, のー1 ーー④ー3 の処理を

繰 り 返す 。

⑧
 ⑧

⑦

⑧

⑨

⑩

④ー1 関数 ToNumber を 呼び出し対象 文字を数 値化する。対 象文字が 数 値化できな

かった場 合は, -1 を返却し関数を終了する。
④ー2 変換 値 に , 数 値化した 値x基数 重みを加算する。

④ー3 基数 重みに 変換前基数を 乗した 値を , 新たな基数重みとする。
変換 後 文字列の文字格納要素位置(以後  , 変換後 文字位置と呼ぶ) を 9 に初期 化する。
変換 値が変換 後基数以上 の間, ⑥一 1 ぴー 2 の処理 を 繰り返す。

⑥一1 変換 値を変換後基数 で割った 余りを引数として関数  ToCchar を 呼び 出し, 取得

した数字 文字を変換後 文字列の変換後 文字位置に 格納し , 変換後文字位 置を次の文字位

置に進める。
⑥一2 変換 値を変換 後基数で割っ た 商を 新たな 変換 値とする。

変換値を引数として関数 ToCchar を 呼び 出し, 取得した数字文字を, 変換後文字列の変

換後文字位置に 格納する。

変換後文字列の (変換後文字位置+) の位置 に'\e' を格納する。

変換後文字列を, 1 文字 目と末尾の文字, 2 文字 目と末尾一1 の文字, .… と いうよう に前

ーー @

後 を 順に入れ 替える。

9 を返却して関数 を終了する。



くぐプログブラム>

#1nc1ude <s td i o .h>
#1nc1ude <st r ing.h>

char nums[] = "9123456789ABCDEF":

1nt ToNumber(char ch)
{

1nt 1

for (4 = 155 1 >= の 1-- )  て

1f (nums[1] == ch) {
break>

}
}

r e tu rn  1:
}

char_ToChar(int n)
{

return_nums[n]
}

1nt RadixConv(char snum[],」1nt sradix。 char dnum[], 1nt dradix)

1nt_ num, d, wt, slen」 s1」 1。  1
char wk:

wt = 1
s1en = s t r len (snum)>
s1 = slen - 1
num = の:
wh i l e ( [ _ (85) |) t

d = ToNumber(snum[s1--]),
i f ( [L_3) | )

r e tu rn  - 二,:

}
num +ユ= d ま wt
L_3

d1 = の
wh i l e ( [ _ (8) | )

dnum[d1++] = ToChar(num % d rad i x )
(89)



dnum[d1] = ToChar(num)>
dnum[d1 + 1] = 「\6
for (41 = の 1ユく dd 1++。 d1--)  て

wk = dnum[d i ] :
dnum[d1] = dnum[i ]s
dnum[1] = wks

re turn  の

(35) の解答群

s1 > 9
Ss1 > Srad1x
s1 >= 9
s1 >H

 
へ

Shad1x

(36) の 解答群

== ー1 | 上| d > sradix
==ー1 || d >= sradix
>H

 
へ

 さ
さ

a
a

_G
a 

こ
こ

Srad1x

(87) の解答群

ア wt *= d rad i x
イ wt *= sradix
ウ wt /= d rad i x
エエ wt /= sradix

(88) の解答群

ア num> 9
イ num > dradix
ウ num >= 9
二 _ num >= drnradix

(39) の解答群

プア num += dradix
イ num -= drad1x
ウ num /= dnad1x
エエ num %= dradix



間8 次 のプログラムの 説明 を読ん で , プログラム中の [___ | に入れる 適切な字句を , 解
答 群の中か ら 選べ。

くぐプログラムの説明>

関数 ParseRecords は, ヘッダレコー ド, データレ コー ド, トレ ー ラレコュコード, エンドレコー

ドの四つのレコー ドで構成 される入力 レコョー ド 群に つい て , レコー ド構成の妥当性チェ ックをす

ると共に, ID とそのID に 属するデータレコー ドの 数の情報 を返却する プログラ ムである。

入力 レョヨードは 長き1へ 79の文字 列であり , 図 1 で示すように , 各 レコードの先頭 に レコー ド

種別 (ヘッ ダレコード, データレコー ド, トレー ラレコュコード, エン ドレコー ド) を識別する文字

(以後 , 識別 コードと 呼ぶ) が, 2 文字目 以降にはそのレコュード固有の情報 を保持する文字 列 (以
後 , 固有情報 と呼ぶ) が格納 されている。 固有情 報の末尾には ' \e '  が付加される。

固有情報

2 ーー 79
識別 コード

1

図 1 入力 レコードの形式

識別 コー ドにより 認識 される四つのレコー ド種別の内容を 図 2 に 示す。

! ID (文字列)ヘッダ H'
データ 'D' データ情 報 (文字列)
トレーラ 「T" データレコード数 (文字列)
エン ド 「E' (な

図 2_ 四 つのレコー ド種別

入力 レコョード 群は, 「 ヘッダレコー ド メX1 二データレコード xXN (N導0 )  エトレー ラレコード

X1」 の 1 個 以上の連続 エニエンドレ コード メX1という 構成 とにな っていて, エン ドレコー ドの 次には

レコュードは存在 しない。図 3 に入力レコヨード 群の構成 例を識別 コードで示す。

T |… | HH D | D | T | EEH | D | D | D | TH |D |D |D |D

図 3 入力 レコー ド 群 の構成例

最小 のレコード 群は,データレコー ドが 0 個の 場合 で ,図 4えの ように, ヘッダレコードエト レー

ラレコード エエンドレコー ドの3 レコー ドの構成 例となる。

H | |

図 4 最小 のレコー ド構成例

③⑳ ーー



くぐレコー ド構 成の妥当 性チェックラクラ

レコー ド構成の妥当 性チェ ックは , 表 1 の状態選移 表に 従って 行う。ここで, 状態の初期値は

「①H 待ち」であり, 結果が「error」 となった場合 , レコョー ド構成に誤りがあると 判定する。

表1 状態選移表

状態 =「①H 待ち」 のと き ,
対象 レコョードの識別 コードがHHであれば , 状態 を「②D o r T 待ち」へ選移する。

対象 レコヨードの識別 コードが上記 以外 であれば , er ror  となる。

状態  =「②D o r T 待ち」のとき,
対象 レコヨードの識別 コードが D であれば, 状態 を「②D o r T 待ち」のまま維持する。

対象 レコョードの識別 コード が T であれば, 状態 を「③H o r E 待ち」へ忠 移する。

対象 レコヨードの識別 コードが上記 以外であれば , er ror  となる。

状態 =「③Hor 包待ち」のとき ,
対象 レコョードの識別 コード が HH であれば , 状態 を「②D orT 待ち」へ違 移する。

対象 レコョードの識別 コードが 包であれば , 状態 を「④E 後 」へ 違 移する。

対象 レコョードの識別 コードが上記 以外であれば , er ror  となる。

状態 =「④E 後」のとき ,
対象 レコョードの 識別 コー ドがいずれであって も , e r ro r  となる。

また, 最終 レコョードまで走査 し 終えた 後の状態 が「④E 後」 でな かった場合は, e r roxとする。
さらに, ヘッダレコードと トレーラ レコュード間のデータレコード 数を カウント しレし, トレーラレ

コー ドの固有情報 であるデータレコー ド 数 と 一致し ているかを 判定し, 不一致 であった場合も

er ro rとする。



ぐ 関 数 ParseRecordsの関数 仕様>

関数 ParseRecordsは, 引数nで渡されたレコュード数 の入力 レコョー ド群 (配列 records) を先頭

から走 査し , ヘッダレコードの固有情報 であるID  とヘッダレコードから トレー ラレコードの間に

あるデータレコードの数 を, 引数 で 渡された構造 体 tuFOの配列infosの要素に 格納して返す。こ

のと き , infos  に格納 した要素 数を返刻値として返す 。ただし, レコー ド構成の妥当 性チェック

で error  となった場合 は, 負の 値を返序 値として 返す。関 数ParseReco rdsの引数と返却値の仕様

を表 2 に示す。

ここで, REC_STIZEは1レコード (最大79文字) を格納 するための 領 域サナイズ89 (文字列末尾の

'\9「 を 含めたサイズ) と して定義 されている。また , 構造体tuMFOは, 以下のように定義されて

いる。
s t ruc t  TINFO {

char id[REC_SIZE - 1 / *  ヘッ ダレコー ド TD * /
1nt_ cn t ,  / データレ コュード 数 */

お

表 2 関数 ParseRecords の引数と返却 値 の仕様

1nt ParseRecords(char records[][REC_STZE], 1nt n, s t ruc t  INFO 1n fos [])
引 数 | records : 和入力レコョード 群

n : 入力 レコョー ド 群の要素数

1nfos : ID  と そのデータレコー ド 数を格納する配列

(以後 , 情報配列 と 呼ぶ)
返却値 |@ー : n fos  の要素数

-1 : レコー ド構成異常

-2 : データレコー ド数 筐常



ぐ 関 数ParseReco rdsの処理の流れ>
(① 状態 を「①H 待ち」に設定する。
(② 情報配列 の編集対象要素位置 (以後  , 要素位置と呼ぶ) を 6に初期 化する。
(8 入力 レコョー ド 群の先頭 から末 尾までの 各レコードに 対して, ( case一り…へ(case 一のの場合

分 け処理 を 繰り返す。

(case一) 状態 な「①H 待ち」の場合 :
対象 レコョード がヘッダレコードであれば, ヘッダレコードの固有情報 (1D) を情報配列

の要素 位置 のメンバー1dに複写し, メンバーcn tを9に初期化後, 状態 を「②D o r  待ち」

に設定する。
対象 レコョードがヘッダレコー ド 以 外であれば, 「 レコード構 成異常」を返語 値として関数

を 終了する。

(case一2) 状態 が「②D orT 待ち」の場合 :
対象 レコョ ードがデータレコー ドであれば , 情報配列の要素位置 のメンバーcn tを イン クリ

メント する。
対象 レコョ ードがトレ ー ラレコュードであれば, トレ ー ラレコー ドの固有情報 (データレコー

ド数) を数 値化した 値 と, 情報配列の要素位置のメンバーcnt の値が 等しいか判定 し, 等し

く なかった場合 は, 「 データレコー ド数 異常」を返却 値として関数を終了する。等 しかった

場合 は, 要素位置 をイン クリ メントレし, 状態 を「③②Hor f 待ち」に設定する。

対象 レコ  ードがデータレコー ドでも トレー ラ レコー ドでもなければ,「 レコー ド構 成異常」

を 返 施値として関数を終了する。

(case一3) 状態 が「③H o r EE 待ち」の場合 :
対象 レコョード がヘッダレコー ドであれば, ヘッダレコー ドの固有情報 (1D) を情報配列

の要素 位置 のメンバー1dに複写し, メンバーcn tを9に初期化後,状態 を「②D o r  待ち」

対象 レコョードがエンドレコードであれば, 状態 を「④E 後 」に設定する。
対象 レコードがヘッダレコードでもエンドレコードでもなければ, 「 レコー ド構 成異常」

を返 刻値として関数を終了する。
(case一4) 状態 が「④E 後 」の場合 :

「 レコー ド構 成異常」を返却 値として関数を終了する。
(の 状態 が「④E 後 」 でなければ, 「 レコード構 成異常」を返却 値として関数を終了する。
(5) 要素位置を返却値として関数を終了する。

ーー @



くぐプログブラム>

#1nc1ude <s td i o .h>
#1nc1ude <st r ing.h>
#1nc1lude <std l1 ib .h>

#def1ne_REC_STZE 89

enum STATE {
W_HEADER, パロ H 待ち */
W_ DATA_OR_TRAILER, / *Do rT  待ち */
WM_HEADER_OR_END, /* Hor  E 待ち*/
WM_AFTER_END / *E 後 */

は

#de f i ne  C_HEADER 7「H
#de f i ne  C_DATA 'D"
#de f i ne  C_TRAILER _ 「T
#de f i ne  C_END 'E

s t ruc t  TINFO {
char id[REC_SIZE - 1 ]  /* ヘッ ダレコー ド TD */
1nt cn t :  / *  データレ コー ド 数 */

お

1nt ParseRecords(char records[][REC_SIZE], 1nt n, s t ruc t  INFO 1n fos [ ] )

i n t  1。 お

enum STATE s ta te :

state = |( 40 )
1 = の}
f o r  ( }  ニニ の ] く れれ? ]++ )  {

SW1tch ( s t a te )  {

case wW_HEADER:
1f ( r eco rds [ ] ] [@]  == C_HEADER) {

s tncpy (1n fos [1 ]  .1d, &records[〕]  [ 1 ]

う

s ta te  = W_DATA_OR_TRATLER:
} else f

r e tu rn  -1:*
}
break:



case W_DATA_OR_TRATLER:
i f  (|[ ( 242 ) | )  {

1n fos [1] .cnt++,>
} e lse 1f  ( r eco rds [ ] ] [ 6 ]  == C_TRAILER) {

i f  (|[_ (43) | )  f
r e tu rn  -2}

}
1++*
s ta te  = W_HEADER_OR_END:

} else f{
r e tu rn  -11:

}
break:

case wW_HEADER_OR_END:
1f (records[〕]][9] == C_HEADER)

s t r cpy (1n fos [1 ] . 1d ,  &records[〕]  [ 1 ]

)

s ta te  = W_DATA_OR_TRATLER:
} else 1f ( records [ ] ] [9 ]  == C_END) {

s ta te  = W_AFTER_END,
} else f{

r e tu rn  -11:
}
break :s

case wW_AFTER_END:
Peturn 1

}
}
i f ( [ _ ( 4⑳ | )

neturn -1,
}

r e tu rn  1>



(40) の解答群

W_AFTER_END
W_DATA_OR_TRATLLER

W_HEADER
W_HEADER_OR_ENDR

 和
半
へ

 さ
さ

(41) の解答群

ア i n f os [11 ] . cn t

イー i n f os [1 ] . cn t
ウ n fos [ ] ] . cn t
エニ i n f os [ ] ] . cn t

[|

に
 

③⑤
ざ

 
に

 
3

(42) の解答群

r eco rds [ ] ] [ 6 ]  == C_DATA
records[〕]][6] == C_HEADER

records[ ] ] [6 ]  != C_DATA
r eco rds [ ] ] [ 6 ]  != C_HEADERH

B 
等

 へ

(43) の 解答群

ア atoi(&nrecords[〕]][1]) == 1n fos [1 ] . cn t
イ atoi(&rnecords[〕][1]) == 1n fos [1 ] . cn t  - 1
ウ a to i (& reco rds [ ] ] [ 1 ] )  !リ= i n fos [1 ] . cn t
エ a to i (& reco rds [ ] ] [ 1 ] )  != i n f os [ i ] . cn t  - 1

(44) の解答群

Sta te  = W_AFTER_END
s ta te  == WM_HEADER_OR_END

State != M_AFTER_END
s ta te  != WM_HEADER_OR_ENDR

 和
半
へ

 さ
さ


